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第1章 「語りから聞かれること−心的外傷の語り得なさをめぐって−」 
 
山田 瑞紀 
YAMADA Mizuki 
 
序論 なぜ、人は語りを必要とするのか。 
 本稿は、 人々が、 とりわけ 生きにく さを抱え た（抱え させられ た）当
事 者が、なぜ にこれほ どまで語 ることを 重要視す るのか 、よ り正確に は、
重 要視しな くてはな らないの かという ことから 始めてい く。それ に答え
よ うとする 際の着想 は、ハン ナ・アー レントが 公的領域 を論じる にあた
っ て、用い たものに 倣う。そ れは、個 人が、極 めて主観 的なもの に過ぎ
な い「現わ れ」を 、他 者との間 に投じる 過程によ って、初 めて自他 共に 、
リ アリティ が構築さ れるとい う理論で ある ( 1)。 す なわち、 自分の経 験の
物 語を語る という過 程を通す ことによ って初め て、その 経験によ って感
じ た強烈な 感情、激 しい思い が、他者 との間で 共有され ることを 経て、
語 った己に とっても 、またそ れを聞い た他者に とっても 現実のも のとな
り うるのだ とアーレ ントが言 う部分で ある。私 的で、と もすれば 、個人
が 抱え込ま されてし まう事柄 であるか らこそ、 物語にす る必要が あると
い う視点で ある。  
 昨今では 、アイデ ンティテ ィとは、 個人が物 語を語る という形 式によ
っ て産出さ れ、語り と共に更 新され続 けるとい う広がり を持つ概 念であ
る 。だが、 語りを通 して生じ るアイデ ンティテ ィという 思想へ行 き着く
以 前の一つ の流れと して、ア イデンテ ィティが 登場して きたスト ーリー
を 、上記し たアーレ ントから 得た着想 を前提と しながら 、ごく簡 単に確
認 する。  
 ア イ デン テ ィ ティ と い う概 念 が 発見 さ れ てか ら の 流れ を 辿 って み る と、
か つてエリ ク・エリ クソンが 提唱した 、万人に おいて、発達段階 に応 じ 、
確 固で唯一 のものと してアイ デンティ ティが生 じるとい う神話も 、それ
が 盛えた時 期を越え 、終息し たと言え る。だが 、昨今に おいても 、な お 、
人 々は「私 が、どの ような人 物である か」を自 他に発し 続ける ( 2)。 むし
ろ 、当事者 運動（ 1950 年 代） や、ナラ ティヴの 興隆（ 1980 年 代） を見
る 限り、人 々が自他 に向けて 自分の存 在を問う 声は、一 層声高に なって
い るとさえ 言えるだ ろう。そ の理由は なぜか。 なるほど 、とりわ け生き
難 い生を生 きる者が 、不完全 な方法と は知りつ つも ( 3)、 傷 ついた己 を再
生 させるた めに経験 を言語化 し、そう すること が有効に 働いてい るため
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か もしれな い ( 4)。な ぜ なら 、人 が、「 己は 斯様な人 物である 」こ とを 認識
す るために は、自分 がそう思 っている だけでは なく、自 分の周辺 にある
人 々にもそ のように 認知され 、扱われ なければ 、そのよ うな認識 は、不
可 能である ことと関 係がある ( 5)。  
 M・フーコ ーの恩恵 を受ける までもな く、言説 の実践は 繰り返さ れる こ
と によって 、そ の効 力を維持 するので あり（実 定性）、既 存の社会 におい
て 、主流で はない言 説は、そ の効力を 維持する ために、 意図的に 再生産
さ れなけれ ばならな い。それ を踏まえ るのなら ば、自分 の物語を 語るこ
と が増大す ることも 、理にか なってい るといえ よう。（ foucaul t1966＝
［ 1974］ 1984）  
 以下で、ここから 先の展開 を俯瞰す る。１章 において 、生きに くい 人 々
は 、とりわ け、語り を必要と するが、 語り手は 聞く人の 要請に応 えるこ
と ができる かに依存 しており 、そのこ とが、語 り手が聞 き手を得 られる
か どうかに 関わって しまうこ とを確認 する。続 く２章で は、心的 外傷を
具 体例とし 、いくつ かのケー スに依り ながら他 者が聞く ことので きない
症 状とはい かなる状 況である のか、何 が当事者 を語りの 困難へ陥 らせて
い るのかを 明確にす る。第３ 章では、 心的外傷 という症 状を理由 としな
が ら、その 語りが困 難に陥っ ている理 由として は、聞き 手と当事 者の関
係 に困難な 状況が生 じている ことを、 特に困難 が多い、 こどもと いう領
域 を通じて 明らかに する。結 論におい ては、心 的外傷を 負ったこ どもの
経 験を聞き 取り、語 りを創る 試みが始 められつ つあるこ とに触れ 、本稿
を 締め括り たい。  
 
１ 生きにくいことと語りの影響 
 ところで 、生き難 さは、な ぜ生じる のだろう か。社会 を生きる なか で 、
人 々は、慣 習や規則 、価値と 無関係で はいられ ないどこ ろか、む しろ、
社 会によっ て期待さ れる役割 を内在化 し、それ に応答し ようとす る ( 6)。
人 々は、役 割に進ん で順応し ようとす る、その 方が個人 にとって 利益を
生 むからで ある。こ れは、何 ら驚くに 値しない 。フーコ ーが繰り 返し、
強 調したよ うに、権 力は、人 々を抑圧 する力と してでは なく、何 よりも
生 産する力 として働 くことを 思い返せ ば良い。（ Foucault1976＝［ 1986］
2003）  
 簡潔に言 えば、この 権力が働 くことに よって人 々に要請 される役 割は 、
「 らしさ」 の押し付 けである 。生き難 さは、ま さにこれ を押し付 けられ
る こと、更 に踏み込 んでいえ ば、他者 が求める 「らしさ 」への要 求へ応
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じ ることが できない こと、そ れに応え られない 者に対し て、他者 が人々
（ 主体）へ 返す言動 によって 生じるこ ともあろ う（児島 1999： 135）。  
 逆説的に 言えば、 他者から の「らし さ」への 要求を迎 え入れす ること
や 、これに 適応でき ることに よって、 ある種の 生きやす さも産む かもし
れ ない。（児島 1999： 135） ( 7)  
 話を元に 戻そう。 とはいえ 、記憶は 、重要な 他者と共 有される 過程を
経 てこそ、 アイデン ティティ となりう る。その 地点から 考えると 、当事
者 が、誰に も言えな い秘密を 抱え込ん でいたと きに、そ れが、例 え事実
で あったと しても、 そのリア リティに は混乱が 生じやす いことは 理解が
難 しくない 。そのア イデンテ ィティは 、他者に 認識、記 憶されて いない
が ゆえに現 に存在し ていると いう自信 を保てな い。だが 、当事者 にとっ
て 、それは 実際に存 在してい るのだし 、当事者 と他者の 間での齟 齬がア
イ デンティ ティへの 危機をも たらすこ とは多く の論者が 指摘して いる。
（鄭 2005：199−201）（石川 1992）(鵜飼・高橋  1995) (水 島〔 2010〕2012)
な るほど 、ア イデンテ ィティが 物語を通 して創出 されてく るという 以上 、
そ の物語の 聞き手が 必要であ るのだが 、その物 語が聞き 手の予想 を遙か
に 上回った 物語であ る、言い 換えれば 「らしさ 」に沿っ た物語で ない場
合 には、聞 いてもら うことが 叶わなく なろう。 他者に聞 いてもら うこと
が できない 物語は、 自分の胸 のうちで 秘密にす ることし かできず 、現実
性 も確かめ られない 、ひどく 不安定な ものであ る。物語 には、そ れを聞
き 届ける他 者の存在 が不可欠 であるし 、それを 聞き届け てもらえ ること
が 、生きに くさを和 らげる。  
 
２ 「語りえない」という症状を持つ心的外傷のストーリー（語
ることがで きないの に語りに 縛り付け られる語 り）  
 先に（自 分を肯定 するある いは自分 の核とな る）物語 には聞き 取る他
者 が不可欠 であるこ とを記し た。そう でなくて は、生き にくさは やわら
が ないと。 では、い かなる要 因によっ て、語り は聞き取 りにくく なるの
だ ろうか。 本項では 具体的に 心的外傷 という１ つの例に 沿って、 聞き取
り にくいと はどのよ う事態で あるのか 内実を追 ってみた い。それ に先立
ち 、心的外 傷は、通 常では語 ることが できない 症状を持 つ病気で あると
言 われるこ とを思い 返そう。 当事者は 、語りえ ない語り に縛り付 けられ
た 状態に置 かれてい るのだと 。他者 が当 事者の語 りを聞き 取るため には 、
当 然に語ら れること が必要で あるが、 なぜ当事 者は語る ことがで きない
の か。本項 では、当 事者が、 いかなる 症状によ り語るこ とができ ず、よ
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っ て聞かれ ることが できない のかを見 ていきた い。また 、ここで は主に
対 象を限ら ずに語り えない症 状である 心的外傷 に着目す るが、第 3 章で
取 り上げる ように、 本稿の流 れは、い ずれ心的 外傷を負 ったこど もへと
向 かうこと を明記し ておく。  
 
2.1 ここで 語ろうと している 心的外傷 への但し 書き  
 1980 年に 心的外傷 は、精神 医学の診 断体系 ( 8)第 3 版に採 用された 。そ
れ 以 降 、心 的 外 傷研 究 の 中核 に 属 する 問 題 とし て 語 るこ と の でき な い 、
よ っ て 当然 聞 か れる こ と がな い 記 憶の 問 題 が取 り 上 げら れ て きた が 、 本
稿 において も、その 問題を中 心に据え 、取 り上 げていき たい 。す なわち、
「 ト ラ ウマ 性 の 記憶 が 状 況依 存 的 な状 態 で 保持 さ れ 、か な り の長 期 に わ
た って言語 的な回想 が不可能 になると いうこと 」で ある。（ Van der  ko lk  
［ 1996］2006＝ 2001:ⅸ −ⅹ ）も ちろん、心的 外傷 が及ぼす 困難には 様々
な も の があ り 、 言語 に す るこ と の 困難 以 外 のも の を 下位 の も のと し て 位
置 づ け たい わ け では な い 。た だ 、 本稿 に お いて は 、 語る こ と がで き な い
こ と を 、す な わ ち、 聞 き 取れ な い とい う 語 りが ど の よう な も ので あ る の
か の観点か ら、心的 外傷を論 じたい。  
 そ の もと に 、 取り 上 げ たい 心 的 外傷 の 細 分化 を は かる 。 本 研究 の テ ー
マ に 最 も一 致 す る心 的 外 傷と し て は、 複 雑 性（ ＝ 反 復） の 心 的外 傷 を あ
げ ることが 適当であ る。だが 、複 雑性 の心的外 傷は 、ジ ュディス •ハーマ
ン が そ の 必 要 性 を 指 摘 し た (Herman ［ 1992］ 1997:119=1999:187)こ と
を 発 端 とし て お り、 そ れ 以前 に は 着目 が な され て い ない 。 依 然と し て 、
非 常に研究 の少ない 分野であ る。それ は先に注 であげた DSM の 最 新 の
も のである第 5 版によっても、複雑性の心的外傷は、心的外傷という分
類 の な かに 留 ま り、 一 つ のカ テ ゴ リー と し ては 、 分 類化 さ れ なか っ た こ
と に も 明 ら か で あ る ( 9)。 さ ら に 既 存 の 心 的 外 傷 の 項 目 に は 、 ほ と ん ど 単
一 の 体 験を 起 源 とし た 心 的外 傷 に つい て の 言及 し か 無い こ と を確 認 す れ
ば 良 い 。従 っ て 、本 稿 で 取り 上 げ る心 的 外 傷は 、 複 雑性 の 心 的外 傷 の 明
確 な 分 類化 が さ れて い な いた め に 、単 一 の 体験 に よ る心 的 外 傷の 内 容 を
必 然 的 に含 ん で いる も の であ る こ とを 予 め 断っ て お く。 だ が 、単 一 に よ
る も の 、反 復 に よる も の を問 わ ず 、心 的 外 傷に お い ては 、 語 るこ と の 困
難 性を中核 に据え、 言及がな されてい ることは 注目に値 する。 ( 10)  
  
2.2 心的外 傷の症状 として、 語ること が出来な いこと  
 心 的 外傷 体 験 によ っ て 、被 害 に 遭っ た 当 事者 は 、 様々 な 困 難の 状 況 に
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置 か れ るが 、 本 稿で は 、 その 影 響 の中 で も 、当 事 者 が語 る こ とが で き な
く な る 、よ っ て 他者 が 聞 くこ と が でき な い 症状 に 限 って 取 り 上げ た い 。
語 る こ とが で き ない 状 況 とは 、 い かな る こ とで あ り 、何 を 理 由と し て い
る の だ ろう か 。 そも そ も 、そ れ は 理由 と し て説 明 で きる よ う なも の な の
だ ろ う か。 本 項 では 、 当 事者 の 内 面に お い て、 ど の よう な 語 りの 困 難 が
起 こってい ると第三 者は記述 している のかとい うことに 迫る。  
 結 論 を先 取 れ ば、 心 的 外傷 は 、 過去 の 出 来事 に よ る現 在 へ の侵 犯 性 に
最 大 の 特徴 が あ ると い え る。 心 的 外傷 は 、 侵犯 性 を 軸に し て 、当 事 者 の
語 り が 、不 可 能 にな る 、 さま ざ ま な困 難 の 状況 へ 置 かれ る 。 心的 外 傷 体
験 に 遭 い、 そ の 症状 で あ る侵 入 に よっ て 苦 しむ 者 は 、現 在 に おい て も 、
か つ て 遭っ た そ の記 憶 に 囚わ れ て いる 。 そ の苦 し み から 、 当 事者 は 、 現
在 を 生 き延 び る こと に 尽 力し て し まう の で あり 、 将 来や 過 去 とい っ た 他
の こ と に考 え が 及ぶ 暇 が ない 。 そ のた め に 、当 事 者 には 、 原 因を 突 き 止
め る こ とが 難 し く、 現 在 の自 分 が 置か れ た 困難 を 他 者に 通 用 する よ う な
言 葉 に でき な い 。一 方 の 他者 に と って は 、 なぜ 被 害 に遭 っ た 当事 者 が 苦
し ん で いる の か を理 解 す るこ と が でき ず 、 当事 者 か らす れ ば 、状 況 を つ
か めていな い他者か らの理解 を得るこ とはでき ない。  
 上 記 によ っ て 、心 的 外 傷は 、「（ 当事 者 に とっ て も 、同 様 に 他者 に と っ
て も）語る ことがで きない」。  
 以 下 で細 か く 見て い き たい 。 下 河辺 は 、 心的 外 傷 につ い て 、今 自 分 を
苦 し め てい る 症 状が ど こ から き て いる の か 、そ の 原 因を 突 き 止め る こ と
が できない ことに大 きな特徴 があると いう。（下 河辺  2006 :21−）な ぜな
ら 、 心 的外 傷 は 、誰 に と って も 見 るこ と が でき な い 、ゆ え に 当事 者 に と
っ て は 他者 に 理 解さ れ な いど こ ろ か、 自 分 です ら も 理解 で き てい な い 。
こ のような 状況は、当事者に 孤独を生 む。そし て、不可 視である こと は 、
他 者 と して の 医 者に と っ ては 、 診 断の 困 難 を生 む 。 心的 外 傷 は、 圧 倒 的
な 経 験 が過 ぎ 去 って か ら （勿 論 直 後と は 限 らな い ） 訪れ る の であ り 、 し
か も心身へ の不調と なって 、表 面化され 続けるこ とが多い 。その ため に、
心 的 外 傷と 出 来 事と を 関 連づ け る こと が 困 難で あ る 。そ う と はい え 、 心
的 外 傷 を負 っ て しま う と 、当 事 者 にと っ て 、そ の 出 来事 は 過 去に は な ら
な い 。 その た め 、心 的 外 傷を 負 っ た当 事 者 は、 通 常 であ れ ば 人間 の 機 能
で ある忘却 の能力が 働かない 。ゆ えに 他者との 間に生じ る「 忘却 の落差 」
に より、更 なる孤独 へと陥っ ていく。（ 宮地  2013 :47）  
 心 的 外傷 に よ って 当 事 者は 、 身 体的 に は 現在 を 生 きな が ら も、 精 神 的
に は、過去 と現在と が混在す る無時間 空間を彷 徨うこと になる。（ 下河 辺  
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2006 :21−）その状況は、当事者に、思考や感情、行動、イメージの中で、
終 わ る こと な く 心的 外 傷 とな っ た 体験 （ あ るい は そ れに よ っ て巻 き 込 ま
れ た類似体 験）が再 現される 侵入をも たらす。  
 過 去 に縛 り 付 けら れ た 心に よ っ て、 当 事 者は 、 現 在の 経 験 から 何 も 学
ぶ こ と は で き な い 。 こ れ は 、 い わ ば 「 ト ラ ウ マ の 固 着 （ Van der  ko lk  
［ 1996］ 2006＝ 2001:4）」 と い う べ き 状 態 で あ る 。 当 人 は 、 苦 し み な が
ら も心的外 傷を経験 した過去 に縛り付 けられて しまい 、思 い出すこ とも 、
口 にするこ とも禍々 しいのに 、そ こに 拘らずは いられな い。心的 外傷は 、
「 そ の こと に つ いて 考 え させ る こ とを 避 け させ 、 言 及す る こ とを 抑 圧 す
る（下河辺  2006:21−）」のに、身体化さ れた記憶 が、出来 事を完璧 に 忘
れ る こ とを 許 さ ない 。 心 的外 傷 に おい て は 、意 味 付 けも 物 語 化も 叶 わ な
い 。  
 物 語 化や 意 味 付け が 不 可能 で あ る状 態 と はい か な るも の か 。そ れ は 、
宮 地 に よれ ば 、 出来 事 自 体の 衝 撃 もあ る が 、か つ 、 その 後 共 感や 連 帯 感
を 得 な がら 、 適 切に 処 理 でき な か った た め に、 整 理 でき な か った も の で
あ る 。（ 宮 地  2005,2013） 整 理 が で き な か っ た 心 的 外 傷 の 出 来 事 は 、 再
体 験を繰り 返すきっ かけにな り、現在 を「過去 へ囚え続 ける」。  
 繰 り 返す が 、 心的 外 傷 は、 現 在 に過 去 の 心的 外 傷 体験 が 侵 入し て く る
こ と に よっ て 、 身体 や 感 情、 思 考 に苦 痛 や 恐怖 と し て表 出 さ れる が 、 そ
の 原因は同 定され難 い。   
 当 事 者に と っ て、 そ の 終わ り の 見え な い 表出 は 、 言う ま で もな く 困 難
で あ る 。ま た 当 事者 に と って 、 理 解が 出 来 てい な い 症状 は 、 他者 に と っ
て も 理 解が 困 難 であ る 。 それ ら の 症状 が 、 語る こ と がで き な いし 、 そ う
で あれば当 然ながら 、他者が 聞くこと の困難へ と結びつ いている 。  
 と こ ろで 、 結 論に お い て再 度 取 り上 げ る が、 昨 今 では 、 精 神医 学 の 領
域 に お いて 、 限 定条 件 付 きで は あ るが 、 被 害に 遭 っ た者 が 、 その 状 況 か
ら 抜 け 出る た め には 、 心 的外 傷 を 負っ た 際 の感 情 を 体験 し 直 すこ と や 対
話 行 為 を 経 る こ と の 重 要 性 に 着 目 が 集 ま っ て い る 。（ Van der  ko lk  
［ 1996］ 2006＝ 2001:470−477）  
 す な わち 、 心 的外 傷 の 治療 で は 、他 者 と の対 話 関 係に 焦 点 があ り 、 ま
た 、 他 者か ら の 苦悩 の 理 解や 認 知 など の 関 係性 を 無 視で き な い状 況 に あ
る というこ とである 。  
 よ っ て、 次 章 から は 、 語る こ と がで き な い当 事 者 には 、 症 状と し て 、
何 が 起 きて い る のか と い う視 点 か ら、 語 り にお け る 関係 性 の 検討 に 移 行
し たい。  
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３ 心的外傷体験および反応を語ることの禁止 
 こ ど も が 、 DV や 虐 待 な ど に よ っ て 、 長 期 に わ た る 暴 力 の 被 害 に 遭 う
こ とは、複 雑性の心 的外傷を 引き起こ す要因の 1 つとし て数えら れる。  
 本 章 では 、 当 事者 が 、 心的 外 傷 を誰 か に 語っ て は なら な い こと を 、 他
者 と の 関係 の 中 から 学 ん でい く 過 程を 描 き たい 。 言 い換 え れ ば、 そ れ は
他 者 に よる 「 ら しさ 」 へ の要 請 を 、当 事 者 が受 け 入 れる こ と がで き な か
っ た た めに 起 こ る、 聞 か れな い こ との 困 難 であ る 。 具体 的 に は、 そ の 関
係 性 と は、 周 囲 から の そ れら に 対 する 否 定 的な 取 り 扱い 方 や 、禁 止 さ れ
る 習慣によ るもので ある。  
 ま た 、 DV や 虐 待 に 固 有 な 要 因 と し て は 、 加 害 者 や 周 囲 か ら の 不 当 な
扱 い に よっ て 、 語ろ う と する こ ど もが 混 乱 させ ら れ 、自 己 へ の否 定 や 恥
辱 感 を 植え 付 け るこ と に よっ て 、 表出 が 困 難に な っ てい る こ とも 併 せ て
取 り上げた い。  
 上記を踏 まえた上 で、心的 外傷の語 りとは、第 1 に、 現実を侵 犯 す る
内 容である ことによ る聞き取 りの困難 、第 2 に、聞き手との関係性を蝕
み 、破壊し ているこ と、第 3 に 、 語り 手である こどもの 認識や感 覚が 、
聞 き 手 から の 承 認を 得 ら れな か っ たた め に 、自 己 否 定や 、 不 信、 恥 の 感
覚 として蓄 積されて いき、混 沌に陥る ことであ る。  
 分 析 の対 象 と して 、 こ ども を 取 り上 げ る 理由 は 、 生き 難 さ が、 よ り 強
固 な 例 であ る こ とに よ る 。す な わ ち、 こ ど もは 、 社 会的 、 法 的に も 庇 護
や 養 育 の対 象 で あり 、 親 密圏 に お ける 暴 力 の被 害 に 遭い や す いが 、 隠 蔽
さ れやすく 、告発さ れにくい ことが第 １の理由 である。  
も ち ろ ん 、 第 ２ の 理 由 と し て 、 依 然 と し て 、 こ ど も が 、 DV の 被 害 に
遭 うという 社会的な 認識が薄 いという 要因もな いわけで はない。  
 DV（ Domest ic  Vio lence）は 、 親 密な 関 係 を結 ぶ 両 者間 に お いて 起 こ
る 暴力であ るが、日本 の法律に おいては、「 配偶者 間暴力」と される通 り 、
配 偶 者 によ る 配 偶者 へ の 暴力 と 理 解さ れ て いる 。 妻 から 夫 へ の暴 力 が な
い わけでは ないが 、検 挙されて いる大多 数は夫に よる妻へ の暴力で ある 。
（ 小西  2012 :87−95） DV の直接 的な被害 者である 母は、 DV 被 害者た り
え るが、そ のこども に及 ぶ DV の 被害 は、見過 ごされが ちである 。こ ど
も へ の 被害 は 、 例え ば 、 同じ く 暴 力の 傘 下 にあ る 母 にお い て も、 こ ど も
に 知られた くないた めに平静 を装うこ と ( 11)や バイ アスも相 まって、認 知
さ れていな いことが 少なくな い。  
 こ れ ま で こ ど も へ の DV 被 害 が 語 ら れ て こ な か っ た 現 状 は 、 森 田  
(2004)に よ れ ば 、 多 く の こ ど も た ち の 語 り は 、 大 人 た ち に 「 聴 」 か れ て
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こ なかった ことと関 係してい るという 。 ( 12)  
 
3 .1 現実侵犯性  
 な ぜ 暴力 の 被 害に 遭 っ たこ ど も の声 は 、 真剣 に 聞 かれ な い のか 。 そ れ
は 、 1 つ に その 内容 が、 今の 生活 して いる 状況 を脅 かし かね ない 要素 を
多 分に含ん でいるた めである 。  
 ク ラ マー は 、 文化 人 類 学の 見 解 に依 り な がら 、「（ トラ ウ マ 的な ） 記 憶
の 持 ち 主は 、 奇 妙で あ い まい な 立 場に 置 か れて い る 」と い う 。彼 ら は 、
人 生 に お け る 通 常 の 通 過 儀 礼 に 参 加 す る 者 と は 異 な る 。 そ の 者 た ち は 、
「 境 界 的地 位 」 を保 持 し 続け て い て、 社 会 的な 二 つ の世 界 の 境界 を 超 え
た 事実によ ってアイ デンティ ティが変 容してし まってい る。か れら は「 さ
ら に 、 極限 の 暴 力の な か を生 き 抜 いた 者 だ けで な く 、彼 ら と その 後 一 緒
に 生 活 をし な け れば な ら ない 者 の アイ デ ン ティ テ ィ まで も 変 」え て し ま
う 。  
 す な わち 、 そ のよ う な 記憶 の 持 ち主 が 、 語り 始 め ると 、 そ れま で 通 用
し て い た 規 範 が 意 味 を な さ な く な っ て し ま う 。（ Clammer 2007 ＝
2010:189−190）  
 上 記 の意 味 か ら考 え る と、 心 的 外傷 の 記 憶を 持 つ こと は 、 今ま で 通 用
し て い た自 分 、 そし て 周 囲の 生 活 を脅 か す 可能 性 を 持ち 続 け てい る こ と
で あ る 。一 度 そ れが 語 り や身 体 反 応を 通 し て（ た と えば 、 心 的外 傷 を 負
っ た 現 場を 再 演 する ご っ こ遊 び ） 外部 に 表 出さ れ れ ば、 周 囲 の者 も 、 こ
ど も が 繰り 返 す 行動 の も とと な っ た出 来 事 や、 そ の 出来 事 に 対す る 自 分
の 認 識 を改 め な けれ ば な らな く な る。 当 然 その よ う な自 分 の 安全 を 揺 る
が さ れ るよ う な 事態 を 、 他者 は 、 当事 者 に 対し て 期 待し て お らず 、 他 者
が 当 事 者に 求 め る聞 か れ るこ と の 条件 と し ての 「 ら しさ 」 の 要請 に 、 答
え られない 。  
 そ の よう な 恐 ろし い 事 態を 回 避 する た め には 、 他 者は 告 発 する こ ど も
を 、「 平 和の 侵 害 者」 と し て処 理 す るこ と の 方が 容 易 い。 そ れ によ っ て、
こ ど も によ る 暴 力被 害 の 告発 は 、 徒労 に 終 わり 、 声 を真 剣 に 聞い て も ら
え な い どこ ろ か 、不 適 当 な評 価 を 付与 さ れ るこ と が 起こ り う る。 こ の よ
う な事態に おいて、 他者に語 りを聞か れること は困難で ある。  
 
3 .2 関係性を破壊する  
 こ ど もの 声 が 聞か れ な いこ と は 、単 に そ の内 容 に よる 問 題 があ る だ け
で は な い。 下 記 では 、 暴 力の あ る 親密 圏 に 身を 置 い てい る こ とが 、 そ こ
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に 住まう人 びとの関 係性に悲 惨な影響 を及ぼし ている例 をみたい 。  
 DV の あ る 家 庭 に お い て 、 母 と 子 は 、 同 じ 暴 力 の あ る 環 境 で 生 活 し て
い る 。 両者 は 、 長く 暴 力 を受 け 続 けた 結 果 とし て 、 自ら へ の 被害 を 最 小
限 に す るた め に 学習 し 、 その 場 を やり 過 ご す術 を 身 につ け て いる 。 そ の
た め、連帯 が難しく 、それば かりか加 害者から の恩恵を 得て、少 しで も 、
そ の 時 の自 分 の 身を 守 る ため に 、 母や ほ か のき ょ う だい と 対 立し て し ま
い がちであ る ( 13)。更に 加害者は 、関係性 を支配す る手段と して、母 の 親
と し て の尊 厳 を 奪う 。 こ れに よ っ て、 こ ど もは 、 親 の役 割 を 剥奪 さ れ た
母 を 尊 敬し な く なり 、 母 にと っ て 、こ ど も が制 御 不 能な 存 在 にな る 。 こ
の よ う な機 会 に 乗じ て 、 加害 者 は 、親 と し ての 役 割 を、 母 が 欠落 し た 部
分 ま で 引き 受 け よう と す るこ と に よっ て 、 こど も を 全面 的 に 自分 の 味 方
と し て 取 り 入 れ よ う と す る 。 こ の よ う な 状 況 の 中 で は 、 DV 家 庭 で 育 つ
こ ど も への 被 害 は、 単 純 に暴 力 が ある と い う問 題 で はな い こ とが 明 確 で
あ る 。 そ れ は 、 関 係 性 の 破 壊 で あ り 、 内 側 か ら は 、 見 え に く い 。（ 春 原  
2011 :60−98,  Bancro fyt&Si lverman 2002＝ 2004:58−82）  
  
 上 記 で見 て き たよ う に 、暴 力 の ある 家 庭 にお い て 、こ ど も が住 ま う 家
庭 は 、 既存 の 社 会で 見 ら れる 同 集 団の 中 で 認識 さ れ る関 係 性 と、 外 観 上
は 同 じ よう で あ る。 だ が 、表 面 上 は維 持 さ れな が ら も、 内 面 の機 能 と し
て は、すで に壊され ているよ うに見え る。そこ には、一 見（聞）「 親 子 」
や、「夫 婦」、「き ょう だい 」が 存在して いるかの ようだが 、情 緒的 な絆や
愛 着 は 希薄 で 、 競争 相 手 が存 在 す るだ け で ある か の よう で あ る。 加 害 者
は 、 母 から 、 こ ども の 適 切な 親 と して の 役 割を 奪 い 取ろ う と し、 自 分 は
過 剰に親役 割へ適応 しようと する。そ うして、加害者は 、こども に対 し 、
真 に 親 らし い 自 分を 親 と して 承 認 する こ と を求 め る 。そ の よ うな 流 れ を
経 てのみ、こどもは、「良い子」「大事な 子」「自慢 の子」と しての承 認 を
得 ることが できる。  
 こ の よう な 空 間に お い ては 、 被 害者 の 各 々が 、 ほ んの 一 時 の保 身 を か
け 、 加 害者 が 用 意し た 命 がけ の ア イデ ン テ ィテ ィ ゲ ーム に 興 じる し か な
い 。 暴 力の あ る 状況 下 で は、 特 に その 内 部 にお い て 、耳 を 傾 ける 他 者 は
不 在 に なり や す く、 当 事 者は 語 り を始 め る こと が で きな い 。 なぜ な ら 、
そ の 状 況下 で は 、関 係 が ある と こ ろに は 、 常に 利 害 が生 じ て しま う た め
に 、当事者 の声が歪 められず に聞き取 られるこ とが困難 である。  
 
 
－ 10 －
  
 
3 .3 聴き手の不承認によって生じる認識への歪み  
 こ ど もに と っ て、 感 情 や認 識 が 揺さ ぶ ら れる よ う な大 事 な 出来 事 が 、
聞 き 手 の承 認 を 得ら れ な かっ た た めに 、 正 常な 感 情 や認 識 を 持つ こ と が
困 難になっ てしまっ た例をみ ていきた い。  
 DV 家 庭 で 生 活 を し て い た あ る こ ど も は 、 ペ ッ ト に う さ ぎ を 飼 っ て い
た 。 こ ども は 、 その う さ ぎを 大 事 にし て い た。 だ が 、あ る 日 に、 こ ど も
は 、 ペ ット の ウ サギ が 、 加害 者 に よっ て 殴 打さ れ 、 殺さ れ る とこ ろ を 目
撃 し て しま い 、 精神 的 に 酷い シ ョ ック を 受 けた 。 後 日、 そ の 出来 事 が 話
題 になった 際に、加 害者は、 自分の行 為を否定 し、「ただ 死んだだ け だ 」
と 言 っ た。 こ れ によ っ て 、こ ど も は、 自 分 の自 己 認 識が お か しい の で は
な いかと悩 み、心的 外傷反応 が悪化し た。（ Bancro fyt& Si lverman 2002
＝ 2004:51）  
 こ ど もは 心 的 外傷 に ま つわ る 認 識や 感 情 を適 切 に 聞か れ 、 承認 さ れ な
か っ た こと に よ って 、 自 分へ の 不 信や 、 懐 疑、 自 分 は何 も 満 足に で き な
い という無 力感や、そん な重 大なこと を間違え るなんて、（ 上記の 場合 で
あ れば、）ウサギのことを大事に思って いなかったのではないか等といっ
た 恥 辱 感を 覚 え る。 そ の よう な 他 者に よ る 否定 的 な 感情 や 認 識が 与 え ら
れ た こ とよ っ て 、聞 き 手 が、 あ ら かじ め 当 事者 の 声 に注 意 し て、 耳 を 傾
け て お くこ と に よっ て 、 初め て 当 事者 の 語 りが 生 ま れて く る とい う 構 図
は 、困難に なってし まう。（春 原  2011 :31−34）  
 出 来 事に 対 す る承 認 を 得ら れ ず 、認 識 を 歪め ら れ てし ま う だけ で は な
く 、 暴 力下 に 置 かれ た こ ども は 、 加害 者 か らの 理 不 尽な 暴 力 によ っ て 感
じ る 痛 みを 、 叫 び声 や 怒 り、 泣 く など の 行 動や 感 情 とし て 表 出す る こ と
も 許 さ れな い 。 それ ら は 加害 者 に よっ て 、 適当 な 感 情や 行 動 とし て 認 め
ら れ て おら ず 、 加害 者 の 求め る 良 い子 像 か ら外 れ る ため で あ る。 そ の よ
う な 加 害者 の 求 める 「 ら しさ 」 か ら外 れ た こと を 、 当然 に こ ども は 、 理
解 で き ない し 、 自分 が 、 なぜ 今 暴 力を 振 る われ て い るの か を 理解 す る こ
と は で きな い 。 それ ど こ ろか 、 な ぜ自 分 が 痛み を 表 すこ と を 避け て い る
の かすら理 解できて いない。  
 だ が 、こ ど も は、 こ の 感情 や 欲 求、 認 識 を当 然 の こと と し て思 い 込 む
よ う に 不断 の 努 力を 続 け る。 こ の よう な 事 態は 「 自 分自 身 の 自己 を 代 償
と して差し 出す」こと を意味し 、語り を得 る可能性 が生まれ るとした ら、
お そ ら く加 害 者 から 解 放 され た 後 に、 適 切 な聴 き 手 を得 た 場 合で あ り 、
そ れもずい ぶん後に なるだろ う（ Mil ler  1980＝ 1983:328−329）。言 うま
で も な く、 こ の よう な 状 況下 で は 、耳 を 傾 ける 他 者 によ っ て 語り が 生 ま
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れ るという 関係は成 り立たな い。  
 以 上 が、 関 係 の中 に お いて 、 他 者に よ る 「ら し さ 」の 要 請 から 外 れ る
こ と に よっ て 、 聞か れ る こと の 困 難が 起 こ り、 そ れ によ っ て 、語 る こ と
の 困 難 が表 れ る 。い ず れ も語 ろ う とし て い るこ ど も の声 に は 、適 切 に 聞
き と っ てく れ る 他者 が 不 可欠 で あ る。 語 り が困 難 で ある 当 事 者が 語 ろ う
と す る ため に は 、聞 く と いう こ と が、 ど れ 程に 重 要 であ る の かへ 言 及 す
る ことが必 須である 。  
 
 
結論 
 本 稿 で は 、 生 き 難 さ を 抱 え る 人 が 、 語 り を 求 め る 理 由 を 、 と り わ け 、
セ ク シ ュ ア リ テ ィ や 病 気 、 障 が い な ど 、 私 的 ・ 個 人 的 な 事 柄 と 捉 え ら れ
る も の や 、 あ る い は 感 情 的 な 事 柄 や 経 験 ほ ど 、 他 者 に よ る 共 有 に よ っ て
生 ま れ る リ ア リ テ ィ を 必 要 す る と い う 点 か ら 始 め た 。 だ が 、 す べ て の 語
り が 他 者 に よ っ て 、 聞 き 取 ら れ る わ け で は 決 し て な く 、 他 者 に よ る 「 ら
し さ 」 へ の 要 請 に 応 え ら れ た 語 り だ け が 物 語 と な っ て 現 れ 、 現 実 を 構 築
す る こ と が で き る と い う 面 を 忘 れ て は な ら な い 。 も ち ろ ん 、 そ う で あ る
か ら こ そ 、 当 事 者 に と っ て 、 と り わ け 、 こ ど も の よ う な 社 会 的 脆 弱 性 を
抱 え る 者 に と っ て は 、 聞 き 取 っ て く れ る 他 者 の 存 在 が 重 要 で あ り 、 聞 く
こ とによっ てこそ語 りが生じ ることは 強調して もしたり ない。  
 本 稿 で は 、 と り わ け 、 語 り え な い 症 状 と 言 わ れ る 心 的 外 傷 を 、 そ れ を
負 っ た こ ど も が 、 語 り 得 な い と い う 心 的 外 傷 の 症 状 に 留 ま ら ず 、 語 り を
聞 い て く れ る 他 者 が 不 在 で あ る こ と に よ っ て 、 い か な る 困 難 な 関 係 へ 置
か れ て い る の か を 描 い た 。 そ こ に お け る 命 題 は 、 こ ど も が 、 他 者 に 語 り
を 聞 か れ る こ と が な い 、 注 意 し て 聞 き 取 っ て く れ る 他 者 や 機 会 が な い 故
に 、 困 難 を 抱 え た 状 況 に あ る こ ど も は 一 層 語 る こ と が で き な い と い う 現
状 の一端を 焦点を当 てたかっ たのであ る。   
 昨 今 、 暴 力 的 な 環 境 に 置 か れ 、 適 切 で は な く 養 育 さ れ た こ ど も の 社 会
的 発 見 が 相 次 い だ こ と に よ り 、 そ の 被 害 か ら 社 会 も 目 を 背 け る こ と が 難
し く な っ て き た 。 皮 肉 な 結 果 で は あ る が 、 そ れ に 伴 っ て ソ ー シ ャ ル ・ サ
ポ ー ト が 充 実 し て き た こ と も 確 か で あ る 。 本 稿 の 末 尾 に お い て 、 と り わ
け 触 れ て お き た い こ と に 、 こ ど も と 養 育 者 の 関 係 性 （ ア タ ッ チ メ ン ト ）
の 重 視 、 そ の 強 化 や 形 成 を 目 指 し て 、 ト ラ ウ マ の 曝 露 （ exposure） が 促
－ 12 －
  
 
進 さ れ 始 め て き た こ と が あ る 。 な ぜ な ら 、 そ の 中 に ト ラ ウ マ 性 の 体 験 を
含 む 自 己 物 語 の 作 成 も 位 置 付 け ら れ て お り 、 わ ず か に で は あ る が 、 語 る
こ と が 難 し い 経 験 や 事 柄 を 語 ろ う と す る こ と 、 そ れ に 先 立 ち 、 聞 き 取 ろ
う とする他 者の存在 の重視へ と視線が 集まりつ つあるた めである。（ 西 澤
2013:9−10）（ 水 島 〔 2010〕 2012： 33−） も ち ろ ん 、 心 理 療 法 の 一 分 野 か
ら 、 そ の 試 み が 始 ま っ た と い う こ と は 、 そ の 問 題 が 心 の 問 題 に な っ て し
ま う か も し れ な い と い う 危 惧 を 孕 ん で は い る が 、 ナ ラ テ ィ ヴ ・ セ ラ ピ ー
が 大 衆 向 け の セ ミ ナ ー と し て も 展 開 さ れ て い っ た こ と に 見 る よ う に 、 試
み が 生 み 出 さ れ た と い う こ と は 、 い ず れ 新 た な 試 み と し て 、 医 療 領 域 と
い う枠を出 でて、再 編成され るかもし れない。  
注 
                                                  
(1） ハンナ・アーレントは、その主著である『人間の条件』7 節「公的領域−
共通なるもの（Arendt1958=1994-1997： 75）」のなかで、公的領域におい
て、個人が、主観的な意味合いを多分に含んだ用語であり、それを認識しよ
うとする他者においては、対象の本質が把握できてないぼんやりした「現わ
れ（ appearance）」を間主観性の中にさらすことが「リアリティ」を形成
する土台になると語っている。  
 公的であること、言い換えると公に現れることは、「万人によって見られ、
聞かれ、可能な限り最も広く公示されるということを意味する」。公的な領
域に、私が現すものとしては、現われがあり、その「現われが、リアリティ
を形成する」と。アーレントは、個人の現われが他者との間主観的な事柄に
なることによって、リアリティが生まれることを、他の感覚や内的なものと
比べながら、次のように示す。「見られ、聞かれるものから生まれるリアリ
ティにくらべると、内奥の生活の最も大きな力、たとえば、魂の情熱、精神
の思想、感覚の喜びのようなものでさえ、それらが、いわば公的な現れに適
合するように一つの形に転形され、非私人化され、非個人化されない限りは、
不確かで、影のような類いの存在にすぎない」という。そして、そのうちで
「…最も一般的なものは、個人的経験を物語として語る際に起こる」という。
「私生活や親密さの中でしか経験できないような…事柄は、その内容がどれ
ほど激しいものであろうと、語られるまではいかなるリアリティももたな
い」。  
 上記したような理由によって、他者の前に私の個人的な経験が、物語の形
を取って現れ出でること、その過程を経ることによって、個人の紡ぐ物語は、
現実味を帯び始める。とはいえ、無論、すべての現われが、公的な領域に上
がることができ、リアリティを授かるわけではないことには注意が必要であ
る。他者から価値を認められることができてこそ、私的領域という暗闇から
公的領域へと移行できるのである。  
 話を戻そう。先に上げた個人的な経験を物語として語る理由をアーレント
は、以下のように書く。「ところが、今それを口に出して語るたびに、私た
ちは、それをいわばリアリティを帯びる領域の中にもち出していることにな
る。いいかえると私たちが見るものを、やはり同じように見、私たちが聞く
ものを、やはり同じように聞く他人が存在するおかげで、私たちは世界と私
たち自身のリアリティを確信することができるのである（Arendt1958=
〔 1994〕 1997： 75−76）」  
(2） 石田は、これを「人は存在証明に躍起になる動物だ（石川 1992:5）」と
言い、何を証明しているのかと言えば、「『自分がいかに価値のある人間で
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あるか（石川 1992:15）』」であると言った。  
 アイデンティティを捉えるに当たって、昨今における日本の社会的状況の
変化を、当然考慮せねばなるまい。浅田智彦は、変化に伴って自己物語を語
る土壌も同じく変わったと言う。①労働市場の流動化による模範的な人生物
語が効力を失うと共に自己責任を要とした社会システムからの物語の要求
②消費社会が進行したことによって、自分の記号としての商品を消費するこ
とを求め、それがアイデンティティを構築し続けることの普及と定着化につ
ながる③インターネットの普及を主とした情報化社会の進展によって、ブロ
グやアバターなどで、複数の自己を管理・維持することが容易になった（浅
野 2005:93）  
(3） 例えば、過去を物語ったり、記述する際に、事実そのものであることを
要求される場面を思い浮かべてみればよい。 A・シュッツによれば、人は、
現存する身体の位置や関心によって、対象のどこを眼差し、それをどのよう
に取り上げていくのかの取捨選択をしていくという。すなわち、人の物語は、
知覚の影響から自由になることはできない。この概念は関連性（ relevance）
と呼ばれる。（片桐  2006:5）  
(4） もちろん、これは、デカルト的な主体、すなわち、自ら思惟し、自己の
根拠を自己のうちに見いだすという、いわば自己完結した概念ではない。デ
カルト的な主体の説明を続ければ、それは、思惟した末に判断を下す、ある
いは決定をし、自らの行為による結果を引き受けるし、それどころか、自己
を統轄するように他者を把握し、傘下に加える（所有する）ものである。  
 上記は、この地点からは隔たりのある議論であり、フーコーが示したよう
に言説実践として物語を産出する中で、アイデンティティを生み出すもので
ある。（児島 2005）  
 具体的には、 1980 年代の後半から、ガーゲンらを皮切りに、社会学や社
会心理学の領域において、自己やアイデンティティは物語を通して生産され
るという議論が、時代に望まれたことを思い返そう（Gergen,K.J.& 
Gergen,M.M. 1988） (Plummer1995=1998)（野口 2005）  
(5） 記憶が当事者にとってのアイデンティティとなるためには、重要な他者
による承認が必要であることには、本文中においてすでに触れた。だが、自
分にとっては、全くの自明な記憶であろうとも、他者にそれを承認してもら
うためには、常に不安がつきまとう（岡 2005： 65）  
 なぜなら、自分の記憶を語る者は、聞き手に対して、過去の自分の物語を
語りながら、内実としては、自分の今を語っているに他ならない。故に聞き
手の評価によっては今の自分の立場も揺るがされかねない。ことに凄惨な出
来事を語る際には、過去を語りながら、過去の救済を試みている場合もあろ
う。（牧野 2011： 154）  
(6） 牧野は、現在の社会のあり方を、大衆消費社会として描いている。そこ
においては、「商品としての私」を社会の中に流通させることでしか、この
社会に自分を置いておくことができないという。「私」は、過剰に自己の好
みや嗜好を商品に投射し、消費することで、一時的に自己承認や満足を得て
いる。それは基本的に他者を必要としないので、他者を思いやることが難し
くなる。それによって、他者とつながりを持つことも同様に難しくなる。「…
つながるためには、自分を選択してくれる消費者の恣意的な気まぐれにつき
あう必要が出てくることにな」り、確固とした私として存在しているよりは
「常に外から、キャラ化され、あんたはこういう人間だよ、と名指しされる
がままに、自分を消費してもらわないと、誰かとはつながっていられない（牧
野 2011： 55−62）」  
(7） なるほど、「アイデンティティは、自分を規定している、自分が所属し
ているものに対して、どれだけ肯定的・積極的に認め、受け入れるかの程度」
であるというのだろう。（篠原 1996： 82）  
(8） 心的外傷を定義するための基準としては、アメリカ精神医学会の DSM
（Diagnostic and Statistical Manual）精神疾患の診断•統計マニュアルが
－ 14 －
  
 
 
広く採用されている（宮地  2005,2013）。なお、心的外傷の診断に関して
は、多くの専門書や研究書がある。（Van der kolk ［ 1996］ 2006＝ 2001,
日本精神神経学会 2015）  
(9） だが、本稿の立場として、安易に疾病の細分化を奨励したいわけではな
いし、それはかえって医療化を促すものとして危険である。  
(10） 心的外傷は、何らかの出来事の後、長期的で慢性化した病症を意味し、
急性で一時的（一ヶ月以内）な、大きな事故や災害のあと、比較的誰もが発
症しやすい病症（急性心的外傷 :acute stress disorder）とは区別される。（飛
鳥井  2014）  
 複雑性の心的外傷とは、虐待や DV、監禁や収容など被害を長期に渡り、
繰り返し受け続けた暴力の結果であり、一回限りの事件（単一の体験による
心的外傷）によるものではない。なお、これは特に十歳に至るまでの幼少期
であるとより深刻化する。（Van der kolk ［ 1996］ 2006＝ 2001）  
(11）  先ほど加害者によって、自分が暴力を受けたという事実を抱えながら
も、母親はこどもには知られまいとし、とりわけ何事も無かったかのように
気丈に振る舞おうとすることがある。だが、むしろ、こどもはそのような母
親の行動によって、この出来事は、公言できないことであると学んでいる（春
原  2011:32−33）  
(12） なぜなら、語りは、聞き手がいなくては成立することのない、まとま
った時間を一方が独占する話の形態である。ゆえに語るためには、こどもの
声に寄り添い、真剣に聞き、その言葉を未熟なものとして退けず、信頼し、
事件として告発する聞き手としての大人が必要なのである。  
 こどもという社会的にも個体的にも、より脆弱性を示すこの領域を考える
に当たって、これまでの語ることができることによって、他者が聞くことが
できるという形式から、聞き手が耳を傾けてくれるために、当事者が語るこ
とができないことを叫びや怒り、時系列を無視した「語り」を語ることがで
きる。そのような関係の検討が一層必要である。なぜなら、この当事者が語
ることの重視から他者による聞くことを重視することへ図式を転換するこ
とによって、自己決定や語りといった当人の能力によってのみ判断されるこ
とを防ぎうるためである。それによって、自らの境遇を語り、他者を説得す
ることができるだけの能力を有する強靭な個人の声でなくとも拾われうる
契機となる。たとえば、上記したこどもという「特殊な」分野を考えるのみ
ならず、高齢や障害、疾病など脆弱性を示す人びとにとっても語り手の重視
から聞き手の重視への転換は有効に働きうるだろう。  
(13） この皮肉な構造は、石川の述べる「差別を受けて価値を奪われた人は
ますます存在証明に向かわざるを得ない」こととして説明できる。石川はア
イデンティティを整理するための項目として、「所属•能力•関係」に絞るが、
上記のこどもは、そのすべてから疎外されている。（石川  1992:18−19）  
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